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サービス利用が始まります。
○要介護認定からサービス利用までの流れ

認定は受けたけど、
どうやってサービス

を受けるの？

居宅介護支援事業者が
いろんな相談に応じて
くれるよ。

本人や家族に面積し、どんな
サービスが必要か考えます。

サービス業者の説明をして、
本人が業者を選びます。

本人を交えて、サービス内容
について業者と模討します。

サービス種類・内容・金額などを定

めた介護サービス計画を作ります。

計画の内容を説明し、本人の
同意を得ます。

自分で直接申し込むこともできます。

施設入所の場合は、施設を紹介します。

居宅介護支援事業者とは？

介護支援専門員が、介護サービスを受け
る人からの相談にのったり、自宅や施設
で適切にサービスが受けられるよう、呵
やサービス事業者と調整し、介護サービ
ス計画を作ります。認定申請の代行もし
ます。

※町内事業者

（江府町役場、江府呵社会福祉協議会）

自分で直接申し込むこともできます

自分でも介護サービス計画を作れます。

一旦全額負担し、後で9割払い戻されます。

1
割
の
負
担
で
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す

㊧

（
介
護
保
護
設
）

在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

㊨

Soumu
四角形
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⑳

要
介
護
認
定
を
受
け
た
方
へ

＝
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う
＝

介
護
保
険
制
度
の
実
施
に
伴
い
、

昨
年
十
月
か
ら
介
護
認
定
の
申
請
・

調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
、
四
月
一
日

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

す
で
に
要
介
護
認
定
を
受
け
ら
れ

た
方
は
、
認
定
区
分
に
応
じ
て
決
め

ら
れ
た
利
用
限
度
額
内
で
、
心
身
の

状
態
や
家
庭
状
況
に
適
し
た
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
た
め
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス

計
画
が
必
要
で
す
。

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
は
、
自
分
自

⑳

身
あ
る
い
は
家
族
な
ど
で
も
作
れ
ま
．
・

す
が
、
指
定
さ
れ
た
居
宅
介
護
支
援
…

事
業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
‥

そ
の
場
合
、
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
‥●●

江
府
町
内
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
‥

者
は
、
江
府
町
役
場
と
江
府
町
社
会
‥

福
祉
協
議
会
で
す
。
　
　
　
　
　
　
．

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
に
つ

い
て
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
依

頼
し
た
と
き
は
、
役
場
に
届
出
が
必

要
で
す
。

な
お
介
護
認
定
を
受
け
ら
れ
た
方

に
は
、
役
場
か
ら
職
員
が
サ
ー
ビ
ス

利
用
に
つ
い
て
説
明
に
伺
い
ま
す
。

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

要支援又は要介護の認定を受けた場合は、本人の希望などに基づいて
利用する介護サービスを選びます。その目安は次のとおりです。

在宅サービスの種類

サービスの種頬 サー ビスの主 な内容

訪　 問　 介　 護
ホームヘルパーが家庭を訪問 して介護や家事などの身
のまわりの援助をする

訪 問入 浴 介 護 巡回入浴車で家庭を訪問 しての入浴介護

訪　 問　 看　 護 看護婦や保健婦が家庭を訪問 して介護支援をする

適　　　　　 所 専門家が施設で日常生活の自立を助けるための訓練を
リハビリテーション 指導する

居宅療養管理指導 医師 ・歯科医師 ・薬剤師などが、家庭において療養上

の管理や指導をする

適　 所　 介　 護 デイサー ビスセンターなどで入浴 ・食事 ・機能訓練な

どをする

短　 期　 入　 所 介護を必要とする高齢者などを介護施設で短期間介護
する

福祉用具貸出と購入 華いすや特殊ベッ トなどの福祉用具の貸与や購入

住宅改修費の支給 家庭での手すりの取 り付けや段差の解消などの小規模
な改修の費用を支給する

判定区分によるサービス利用の目安

区　 分 心身の状態の目安

在 宅サ ー ビスの利 用 施設サ

ー ビスサービス利用 利用できるサー ビスの組み

の限度額 合わせ例 の利用

自 立

（非該当）

日常生活 に支 障が

ない

利用できません。ただし、介護保険以外で高齢

利用で

きませ

ん

者の日常生活を支援するためのサービス等の

利用が可能です。

要 支 援
日常生活はできる 1 月につき 訪問介護 （週2 回）

が、歩行 が不安定 6 1 ．5 0 0 円 適所介護 （週 1回）

要介護 1
排泄、入浴等に一

部手助けが必要

1 月につき

1 6 5 ，8 0 0 円

訪問介護 （遇3 回）

訪問看護 （週 1回）

適所介護 （週 1回）

利用で

要介護2
歩行 ・立ち上がり

ができない

1 月につき

1 9 4 ．8 0 0 円

訪問介護 （週5 回）

訪問看護 （週 1匡】）

適所介護 （週2 回）

要介護3
排泄、入浴等に全面 1 月につき

訪問介護 （巡回型7回を含め週11回）

訪問看護 （週 1回）

適所介護 （週2 回）
的な手助けが必要 2 6 7 ．5 0 0 円 きます

要介護4
日常生活に全面的

な介助が必要

1 月につき

3 0 6 ．0 0 0 円

訪問介護 （巡回型7回を含め遇13回）

訪問看護 （週2 回）

適所介護 （週 1回）

要介護5
生活全般について全

面的な介助が必要

1月につき

3 5 8 ．3 0 0 円

訪問介護 （巡回型14回を含め遇19回）

訪問看護 （週2 回）

適所介護 （週1回）

◎
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韓
国
国
際
交
流
訪
問
団

＝
釜
山
市
・
海
雲
台
区
＝

一
月
二
十
八
日
、
韓
国
国
際
交
流
訪
問
団
（
森
田
智
団
長
ほ
か
六
人
）

が
釜
山
市
海
雲
台
区
に
あ
る
盤
如
中
学
校
を
初
訪
問
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
十
月
に
国
際
交
流
調
査
団
を
韓
国
に
派
遣
し
た
際

盤
如
中
学
校
の
先
生
方
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
そ
の
後
、
交
流
を
行

い
た
い
と
の
連
絡
を
受
け
、
こ
の
た
び
江
府
中
学
校
と
の
交
流
を
前

提
と
し
た
訪
問
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

1【■■．．■．■■…．．■

近
代
的
な
校
舎
が

そ
び
え
立
つ

そ
の
銀
世
界
か
ら
飛
行
機
で
一
時

日
本
を
立
っ
た
二
十
七
日
は
前

夜
か
ら
の
大
雪
で
一
面
の
銀
世
界
。

△訪問のあいさつをする森田団長（校長室）

間
あ
ま
り
の
釜
山
市
に
到
着
す
る

と
雲
ひ
と
つ
な
い
晴
天
が
訪
問
団

を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

盤
如
中
学
校
は
、
海
雲
台
区
の

盤
如
洞
　
（
洞
と
は
町
の
よ
う
な
単

位
）
　
に
位
置
し
、
小
高
い
山
の
中

腹
に
近
代
的
校
舎
と
し
て
そ
び
え

立
っ
て
い
ま
し
た
。

叙
叡
鮮
校
長
を
は
じ
め
十
五
人

の
教
職
員
の
皆
さ
ん
が
訪
問
団
を

歓
迎
。は

じ
め
に
、
金
校
長
が
　
「
皆
さ

ま
の
訪
問
を
心
か
ら
歓
迎
し
ま
す
。

貴
町
の
江
府
中
学
校
と
の
交
流
が

具
体
的
に
進
み
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。
」
　
と
歓
迎

の
挨
拶
。
引
き
続
い
て
、
訪
問
団

◎

長
の
森
田
智

議
会
議
員
が

「
ち
ょ
う
ど
、

三
か
月
ぶ
り

に
皆
さ
ん
と

お
会
い
で
き
、

本
当
に
う
れ

し
く
思
い
ま

す
。ま

た
、
お

正
月
　
（
韓
国

で
は
、
旧
正

月
を
お
祝
い

す
る
の
が
慣

習
－
今
年
は

二
月
五
日
）

を
控
え
、
お

忙
し
い
所
、

多
く
の
先
生

方
に
お
会
い

▲山の中腹を切り開いてできた近代的な校舎

⑳

あ
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

教
材
づ
く
り
な
ど
の

ー
職
員
専
用
－

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室

次
に
、
校
舎
を
見
学
。
は
じ
め

に
職
員
室
を
見
学
し
ま
し
た
。

き
ち
ん
と
整
理
さ
れ
た
職
員
室
は
、

中
央
に
教
頭
先
生
の
席
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
学
年
ご
と
に
先
生
方
の

机
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
パ
ソ
コ

ン
が
そ
れ
ぞ
れ
配
置
さ
れ
、
先
生

方
の
パ
ソ
コ
ン
の
技
術
向
上
と
教

材
づ
く
り
専
用
の
部
屋
も
あ
り
ま

し
た
。

ま
た
、
先
生
方
の
絵
画
の
作
品

も
展
示
さ
れ
て
あ
り
、
と
て
も
ア

ッ
ト
ホ
ー
ム
な
感
じ
を
受
け
ま
し
た
。

で
き
た
こ
と
は
、
こ
の
上
な
い
喜

び
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
実
多
い
交
流
が
で

き
ま
す
よ
う
話
し
合
い
た
い
と
思

い
ま
す
」
　
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

列
席
し
て
お
ら
れ
る
先
生
方
と

訪
問
団
員
の
自
己
紹
介
の
あ
と
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
学
校

紹
介
。学

校
側
の
通
訳
を
し
て
く
だ
さ

っ
た
の
は
、
社
会
科
の
先
生
で
金

正
美
さ
ん
。
金
さ
ん
は
、
鳥
取
大

学
で
研
修
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
鳥
取
の
こ
と
を
よ
く
知
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
国
際
化
時
代
に
お

け
る
学
校
教
育
に
つ
い
て
や
今
後

の
両
校
に
合
っ
た
交
流
の
進
め
方

に
つ
い
て
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気

の
な
か
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
回
は
、
盤
如
中
学
校
の
先
生

方
が
江
府
中
学
校
を
訪
問
し
て
い

た
だ
く
こ
と
な
ど
の
約
束
を
と
り

交
わ
し
、
お
互
い
に
連
絡
を
取
り

⑳

▲教材づくりのコンピューター室
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．

：

．

．

　

　

：

．

．

、

充
実
し
た

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室

次
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
室
、

L
L
教
室
　
（
語
学
室
）
、
美
術
室
、

普
通
教
室
そ
し
て
、
心
を
豊
か
に

す
る
教
育
室
を
見
学
。

と
に
か
く
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
の

教
育
が
進
ん
で
お
り
、
い
つ
で
も

だ
れ
で
も
、
パ
ソ
コ
ン
の
練
習
が

で
き
る
よ
う
に
廊
下
に
も
設
置
し

て
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
と
保
護
者
と
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
お
互
い
に

密
接
な
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
ま

し
た
。

▲心を豊わ、にする教育の一例

人
問
が
人
問
ら
し
く
、

生
き
る
た
め
の

心
を
豊
か
に
す
る
教
育

日
本
で
は
、
聞
き
慣
れ
な
い
心

を
豊
か
に
す
る
教
育
室
で
す
。
こ

の
教
育
は
人
間
が
人
間
ら
し
く
生

き
、
成
長
し
て
い
く
た
め
に
必
要

な
礼
儀
作
法
、
生
活
態
度
を
身
に

付
け
る
と
と
も
に
自
分
た
ち
の
ル

ー
ツ
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
自
国

の
伝
統
・
歴
史
を
学
び
、
先
人
の

知
恵
を
習
得
す
る
こ
と
で
よ
り
人

間
ら
し
い
人
間
を
目
指
し
て
い
く

こ
と
に
力
点
を
お
い
た
教
育
で
す
。

一
部
を
紹
介
す
る
と
、
右
の
写

兵
の
左
側
に
あ
る
の
が
、
あ
い
さ

つ
礼
儀
、
上
か
ら
平
常
時
の
会
釈
、

正
月
な
ど
の
時
の
会
釈
、
結
婚
式

な
ど
の
時
の
会
釈
、
廊
下
で
す
れ

違
っ
た
時
の
会
釈
　
（
ほ
か
の
人
に

邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
に
軽
く
黙

礼
を
す
る
）

中
央
に
、
あ
る
の
が
、
礼
儀
正

し
い
生
活
、
中
央
の
一
番
下
に
あ

る
の
が
、
正
し
い
姿
勢
で
す
。

左
側
に
あ
る
の
が
、
食
事
の
礼

儀
、
韓
食
の
食
べ
方
、
お
茶
を
飲

む
時
、
洋
食
の
食
べ
方
で
す
。

こ
の
よ
う
な
礼
儀
教
育
の
ほ
か
、

茶
道
を
通
じ
て
の
学
習
、
学
習
が

遅
れ
ぎ
み
の
生
徒
へ
の
指
導
、
先

生
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
の
話
し

合
い
の
場
な
ど
も
設
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

⑳
育
館
し
か
な
く
、
全
体
集
会
な
ど

は
、
屋
外
の
運
動
場
で
行
わ
れ
る

よ
う
で
す
。

先
生
方
が
話
し
て
お
ら
れ
た
の

は
、
一
部
の
恵
ま
れ
て
い
な
い
生

徒
の
た
め
に
先
生
方
が
自
主
的
に

寄
付
を
つ
の
り
、
そ
の
生
徒
た
ち

に
援
助
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

家
庭
的
な

雰
囲
気
の
す
る
学
校

近
代
的
な
学
習
教
材
が
完
備
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
感
心
す
る
と
と

も
に
、
先
生
方
の
気
さ
く
さ
と
学

校
の
家
庭
的
な
雰
囲
気
が
と
て
も

印
象
に
残
り
ま
し
た
。

韓
国
と
言
え
ば
、
儒
教
思
想
が

徹
底
さ
れ
た
国
で
厳
格
な
先
生
方

が
厳
し
く
教
育
さ
れ
て
い
る
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、

学
校
に
行
っ
て
み
て
、
生
徒
を
一

人
前
の
人
間
に
育
て
よ
う
、
ま
た

先
生
自
身
も
そ
う
な
ろ
う
と
の
姿

勢
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

今
後
は
、
江
府
中
学
校
と
の
交

流
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
町
と
し
て
も
そ
の
体
制
づ

く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
考
え
で
す
。

恵
ま
れ
な
い
生
徒
に

教
員
が
援
助

普
通
教
室
で
驚
い
た
こ
と
は
、

暖
房
設
備
が
な
い
こ
と
で
す
。

釜
山
市
は
、
雪
は
確
か
に
降
り

ま
せ
ん
が
、
冬
は
か
な
り
冷
え
込

み
ま
す
。
だ
か
ら
と
言
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
時
期

（
十
二
月
終
わ
り
か
ら
一
月
末
ま

で
は
冬
休
み
）
　
は
休
み
と
な
り
ま

す
。ま

た
、
韓
国
で
は
、
二
学
期
し

か
な
く
、
新
年
度
は
三
月
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

ま
た
、
盤
如
中
学
校
は
屋
内
体

▲今後の交流を約束し、固く握手する江府中
囲山校長（左側）と盤畑中金校長（右側）

◎
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江
府
町
特
産
品
全
国
へ
P
R
I
・

～
電
気
の
ふ
る
さ
と
特
産
市
～

電
気
の
ふ
る
さ
と
特
産
市
が
、
平
成
十
二
年
一
月

二
十
八
日
か
ら
三
十
一
日
の
四
日
間
、
広
島
市
の
広

島
そ
ご
う
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
、
大
型
発
電
所

の
所
在
す
る
四
〇
の
市
町
村
が
、
特
産
品
を
持
ち
寄

っ
て
、
わ
が
町
の
ピ
ー
ア
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

江
府
町
か
ら
も
、
奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
特
産
品
振

興
会
、
江
府
町
観
光
協
会
が
「
う
ど
羊
か
ん
」
や
「
竹

ピ
カ
」
　
な
ど
の
特
産
品
を
出
展
し
、
会
期
中
は
四
万

人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

○買い物客でにぎわう特産市会場

◎

～老人福祉センター～

江
府
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
上
側
に
、
最

新
の
調
理
機
器
や
、
お
よ
そ
五
十
人
分
の
食

事
が
提
供
で
き
る
食
器
類
を
備
え
た
、
広
さ

百
二
十
四
㌔
㍍
の
調
理
室
が
こ
の
ほ
ど
完
成

し
ま
し
た
。

以
前
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ
じ
さ
い
の
会

に
よ
る
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
会
食
サ
ー
ビ
ス
の

調
理
は
、
教
育
委
員
会
横
の
特
産
品
加
工
施

設
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
施

設
で
は
、
十
分
な
食
事
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
ず

関
係
団
体
か
ら
設
置
の
強
い
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。こ

の
調
理
室
の
完
成
に
よ
っ
て
今
後
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
な
が
る
も
の
と
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑳

宝
く
じ
に
よ
る
交
付
金
で

除
帯
ヨ
機
購
入

～
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
～

町
で
は
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
、

地
方
自
治
体
に
交
付
さ
れ
る
助
成
金
で
、
除
雪
機
を

購
入
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
交
流
セ
ン
タ
ー
（
武
庫
）
　
な
ど
の
公
共
施

設
周
辺
の
除
雪
を
目
的
に
購
入
さ
れ
た
も
の
で
す
。

近
年
暖
冬
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
比
較
的

雪
が
多
く
、
除
雪
機
は
連
日
フ
ル
稼
働
し
て
い
ま
す
。

l

ヽ†小

′　　一　　　丁▼

′㌔叫＼－、適海嶺
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大
豆
は
国
内
自
給
率
が
低
く
、
生
産
量

が
少
な
い
作
物
で
す
。

農
事
組
合
法
入
官
市
　
（
長
岡
邦
一
代
表

理
事
）
　
で
は
、
転
作
基
幹
作
物
と
し
て
大

豆
を
栽
培
し
、
新
し
い
水
田
営
農
の
推
進

と
作
業
効
率
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
町
で
は
、
同
組
合
が
収
穫
し
た
大

豆
を
使
っ
た
豆
腐
の
試
作
を
製
造
業
者
に

依
頼
。こ

の
業
者
は
、
従
来
か
ら
奥
大
山
の
水

を
使
用
し
た
銘
水
豆
腐
「
奥
大
山
」
を
製

造
・
販
売
し
て
い
る
岡
山
県
津
山
市
の
業

者
で
す
。

こ
の
ほ
ど
エ
バ
ー
ラ
ン
ド
奥
大
山
で
試

食
さ
れ
好
評
で
し
た
。

今
後
こ
れ
が
商
品
化
さ
れ
、
町
特
産
品

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

′

±誓誓ニ＝二二魂

●
試
作
さ
れ
た

銘
水
豆
腐
「
輿
大
山
」

了鴨簑慧野！ト、、＼＼、
“エパーランド奥大山で「地ビールのおともだちコンテスト」”

地
ビ
ー
ル
　
「
ブ
ナ
の
森
か
ら
」

の
発
売
を
記
念
し
て
　
「
地
ビ
ー
ル

の
お
と
も
だ
ち
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
、

二
月
十
六
日
、
御
机
の
エ
バ
ー
ラ

ン
ド
奥
大
山
で
開
か
れ
ま
し
た
。

中
国
山
地
県
境
市
町
村
連
絡
協

議
会
　
（
県
境
サ
ミ
ッ
ト
）
　
が
、
地

ビ
ー
ル
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
料
理
　
（
つ
ま
み
）
　
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
江
府
町
内
を

は
じ
め
鳥
取
県
、
広
島
県
、
岡
山

県
か
ら
十
三
グ
ル
ー
プ
、
十
九
作

品
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

料
理
が
ず
ら
り
と
並
べ
ら
れ
た

会
場
で
は
、
は
じ
め
に
出
品
団
体

の
代
表
者
に
よ
り
、
自
慢
の
作
品

⑳
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し

た
。そ

の
後
試
食
に
う
つ
り
、
参
加

者
は
ビ
ー
ル
を
片
手
に
一
品
ず
つ

莫
剣
に
味
見
。
ど
の
作
品
も
ビ
ー

ル
に
合
う
よ
う
に
ピ
リ
リ
と
辛
み

が
さ
か
さ
れ
て
い
た
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
特
産
の
材
料
が
ふ
ん
だ

ん
に
使
わ
れ
て
い
る
な
ど
工
夫
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

ひ
と
と
お
り
試
食
し
た
後
、
参

加
者
に
よ
る
人
気
投
票
が
行
わ
れ

次
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
で
選
ば
れ
た
優
秀

作
品
は
、
地
ビ
ー
ル
と
と
も
に
P

R
さ
れ
る
予
定
で
す
。

審査結果
出品団体名 作　 品　 名

金賞 カントリーキッチンてけてく スティックパン
（岡山県新庄村）

銀賞
旬　 彩（日野町） かぎぐるま

江府町食生活改善推進協
議会 （江府町）

ごぼうとみょうが　の唐辛子漬

銅賞

株式会社　 健 康 王 国 フライドポーク（岡山県新郷町）
下黒坂料理グループ
（日野町）

カリカリ巻

いざなみママさん加工グル くさぎなの
ープ（広島県比和町） 大豆入りサラダ

○
大
豆
収
穫
の
よ
う
す

●
自
慢
の
作
品
に
つ
い
て
説
明
す
る
代
表
者

●
出
品
作
品
を
試
食
す
る
参
加
者

◎
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ATlON

◎

図　　書　　館

明道児童館

給食センター

こどもの国保育園

カサラフアーム

江尾診療所

膵部軒診同職鳳乱丁陀訓N一一一一

77－2000

75－2624

75－2004

75－2704

75－3377

75－2055

lNF：ORMAT10N INFORMATJON INFDRMATlON

君5向春を呼ぶ寄席
■とき

3月8日（水）

18：30開演

（開場18：00）

■ところ

江府町大字江尾

日輪閣ホール
■料金

前売1，200円

（当日1，500円）

■主催

露の新治を育てる

会江府支部

（事務局℡0859－

75－2211）

春先は空気が乾燥しています。
小さな火にも気をつけて。

通報のポイント　　」ごノ
①火災が起こったことを知らせる。百．・

②出火場所を伝える。（住所や目印にな≡垂

る建物など）

③火災の大きさ（何が燃えているのか。

建物の場合は建物の種頬、燃えている階も伝

えます）

④逃げ遅れた人やけが人がいるか

（参通報者の名前・電話番号

◎

＿，N．。。M摩
ご存じですか？

環境にやさしいお店

エコショップ
余分な包装をしない一

使った容器を回収する－

リサイクル製品をおすすめする－

そんなお店のこと、ご存じですか？

鳥取県では、ごみの減量化やリサ

イクルに取り組むお店をエコショッ

プとして認定しています。

エコショップへのご理解とご協力

をお願いします。

甘い誘川こ気を付けて！

「景品が当たった」「あなたが選

ばれた」「会って話がしたい」など

と販売目的を隠し喫茶店や営業所

に呼び出し、商品やサービスを売り

つける「アポイントメントセールス」

によるトラブルが増えています。

もし、不必要な契約をしてしまっ

ても、契約書面を受け取った日を含

めて8日以内なら、クーリングオフ（申

し込み撤回・契約解除）ができます。

相談先

鳥取県立消費生活センター相談室

℡（0859）34－2648

FAX（0859）34－2670
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役場への電話は・・・
■市外局番0859■

ファックス　75－2389

総　務　課　75－2211

同和対策室　75－2211

］NF＝ORJVIATlON－P・・・・lNFORMATlON

企画政策室　75－2211

町　民　課

出　納　室

福祉保健課

産業振興課

農林土木課

INF＝ORMATlON

75－2211

75－2211

75－3223

75－3222

75－3305

－－－1NFORMATlON・

町では嘱託職員を募集します
■職　種　特定事務職・保母（保育士）・調理員

看護婦（看護士）・司書・運転手・用務員

■勤務場所　役場及び出先機関

『受験資格　江府町在住者（出身者含む）

『試験日等

（1）日時及び場所　平成12年3月13日（月）

午後5時30分～

江府町山村開発センター

（2）方　　　法　口述試験

主として人物について個別面接による試験

■合格者発表等

平成12年3月中旬合格者に通知し、4月上旬から勤務し
ていただきます。

■受験手続及び受付期間

（イ）申込用紙は、平成12年2月28日から江府町役場

総務課で受領してください。

（□）提出書矧臥申込書・履歴書（昨年採用の方は不要）。
平成12年3月6日までに役場総務課へ提出してく

ださい。なお、郵送の場合は当日必着です。

』その他　詳細については、役場総務課へお尋ねください。
℡75－2211

好評の地ビール！

大勢集手れば5g容器が蛮得です。
工パーランド奥大山では、好評の

地ビールを、多くの人が集まる各種

会合などに適した5ゼ容器（ピール

の入ったサーバー）で販売しています。

ビンに比べ2割ほどお得で、生ビ

ール気分が楽しめます。

ぜひ、みなさんも地ビール「ブナ

の森から」を味わってください。

（町内は、配達しますが、容器の返却

は購入者でお願いします。なお、会

員でお持ち帰りの方は、10％引きです）

『価格

5ゼ（容器）6，500円（税別）
500ナ舶（ピン）800円（税別）

■申し込み

工バーランド奥大山

℡77t2828まで

◎

建設環境課

議会事務局

農業委員会

教育委員会

公　民　館

総合体育館

INFORMATlON

75－3306

75－3307

75－2211

75－2223

75－3211

75－3229

－－－1NFORMATlON　　暮NFOR

交通事故
こ相識

●電話のご相談もお受けします

℡0857－244233（直通）

相談日：月曜から金曜
午前9時半～12時
午後1時～4時40分

（祝祭日を除く）
◎　専門の相談員が親身になって

ご相談に応じます。
◎　弁護士相談日：毎週水曜日

午後1時～4時
（予約制・相談無料）

社団法人日本損害保険協会

鳥取自動車保険請求相談センター

http：／／www．SOnPO．0「．jp

鳥取市今町1－103
住友生命鳥取ビル3階

鳥取調査事務所
（℡0857－23－5161）内

夜間外出のと割ま反射材着用を！
総務課で反射タスキなど発売中

夕毒に外出中の歩行者は、運転

者から非常に見えにくくなります。
夜間外出するときは、必ず反射材

を身に付けましょう。
反射タスキなどは役場総務課で

販売しています。

反射タスキ
交通安全旗

紅葉マーク

円
円
　
円

0

0

0

0

0

1

1

3

6

本
旗
枚

1

　

1

　

1
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今年で交涜20年交葡京番轟簸垂

▲－6℃の鏡ケ成の寒さに負けず

今
回
で
交
流
二
十
周
年
と
な
る

江
府
町
・
西
ノ
島
町
交
歓
ス
キ
ー

教
室
が
、
二
月
十
三
日
　
（
月
）
　
～

十
五
日
　
（
水
）
　
に
か
け
て
、
大
山

鏡
ケ
成
国
民
休
暇
村
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
寒
波
と
濃
霧
に
よ
る

あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
け

が
も
な
く
、
楽
し
く
ス
キ
ー
教
室

を
終
え
ま
し
た
。
町
内
か
ら
小
学

五
年
生
三
十
八
名
、
西
ノ
島
町
か

ら
は
四
十
六
名
の
皆
さ
ん
が
交
流

に
参
加
し
ま
し
た
。

第
一
回
目
開
催
時
の
児
童
は
す

で
に
三
十
歳
と
な
り
、
こ
の
交
流

の
月
日
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

◎

学校づくり！

▲奥大山スキー学校の先生方による実技指導

作
イ
キ
ン
グ

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
に
一
回

バ
イ
キ
ン
グ
給
食
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
頃
は
、
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
っ
て

好
き
嫌
い
を
言
っ
て
い
る
子
供
た

ち
も
、
自
分
の
好
き
な
も
の
を
好

き
な
だ
け
、
食
べ
れ
る
バ
イ
キ
ン

グ
形
式
の
給
食
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
家
庭
的
な

雰
囲
気
で
楽
し
く
給
食
を
味
わ
い

ま
し
た
。

▲俣野小多目的教室で

㊨　㊨㊥⑧㊥⑨

明倫小学校で、読書まつりを2月8日（火）に開催。

当日は、読書感想文の発表や、図書にまつわるゲーム、

図書委員会企画の催しのほか、貸し出し数の多かった

児童への表彰が行われました。読書離れが指摘される

今日、日頃から本に親しむよう取り組んでいます。
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明るく　楽しい

一
月
二
十
九
日
　
（
土
）

と
二
月
五
日
　
（
土
）
　
に

とうふっくりにチヤレンぎ銅

江
府
中
学
校
三
年
生
が

家
庭
科
の
授
業
の
一
環
と
し
て
、
町
特
産
品
研
究
加
工
施

設
で
と
う
ふ
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
袋
原
の
清
水
礼
子
さ
ん
が
指
導
に
あ
た
り
、

青
豆
つ
ぶ
し
か
ら
豆
乳
し
ぼ
り
ま
で
、
と
う
ふ
づ
く
り
の

イ
ロ
ハ
を
　
「
に
が
り
っ
て
何
？
」
　
な
ど
生
徒
の
素
朴
な
質

問
に
答
え
な
が
ら
伝
授
。

出
来
上
が
っ
た
と
う
ふ
を
さ
っ
そ
く
試
食
し
、
手
づ
く

り
食
品
の
す
ぼ
ら
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

△出来ばえに自画自賛！？

「すっごくおいしい＝

江府中サクソフォン四重奏で金賞

顧窄吏
江府中学校ブラスバンドサクソフォン四重奏が、

2月6日（日）米子市公会堂で開催された全日本

アンサンブルコンテスト中国大会で見事金賞を

受賞しました。

当日は、得意の曲目を披露し日頃の練習の成

果を存分に発揮し満場の拍手喝采を受けました。

人
権
落
語
で
研
虚

q
自
芯
か
ら
自
信
へ

二
月
十
三
日
（
日
）
日
輪
闇
で
町

【
　
P
T
A
連
絡
協
議
会
主
催
に
よ
る

㊤

△豆乳しぼり

了
′
i

人
権
教
育
研
修
会
を
、
落
語
家
の

露
の
新
治
さ
ん
を
招
き
開
催
し
ま

し
た
。新

治
さ
ん
は
、
軽
快
な
語
り
口
で

『
差
別
は
不
当
な
わ
け
へ
だ
て
。
何

事
に
も
負
け
ん
よ
う
自
芯
を
持
と
う
。

（
自
分
に
芯
を
持
つ
）
子
ど
も
は
親

の
悪
い
と
こ
ろ
を
見
習
う
。
ま
ず
は

親
か
ら
。
』
な
ど
と
、
難
し
く
な
り

が
ち
な
人
権
問
題
を
笑
い
を
織
り

ま
ぜ
巧
み
な
話
術
で
語
ら
れ
ま
し
た
。

一
萱
r
r
と

妻
二
〇
〇
二
年
度
に
は
、
学
校
完

全
週
五
日
制
の
全
面
実
施
。
小
・
中

学
校
で
は
、
新
学
習
指
導
要
領
が

完
全
実
施
さ
れ
る
な
ど
教
育
改
革

が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
ま
す
。

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
で
学
校

の
教
育
課
程
に
「
総
合
的
な
学
習

の
時
間
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

「
総
合
的
な
学
習
」
は
、
教
科
書

も
な
く
、
学
校
外
の
教
育
・
学
習
資

源
を
活
用
し
な
が
ら
、
各
学
校
が
創

意
工
夫
し
て
行
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
多
様
な
学
習
を
教

員
だ
け
で
指
導
す
る
こ
と
は
不
可

能
に
近
い
状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、

地
域
の
教
育
・
学
習
資
源
を
活
用

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

、
地
域
の
人
々
が
こ
の
学
習
に
か
か

わ
る
と
な
る
と
生
涯
学
習
体
系
整

備
と
学
校
教
育
支
援
等
の
施
策
も

必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
か
か
わ
る
社
会
教
育
関

係
者
は
も
と
よ
り
、
学
社
融
合
に

よ
る
総
合
的
学
習
時
間
の
支
援
・

充
実
、
学
校
完
全
週
五
日
制
へ
の
対

応
も
含
め
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
協
力
が
か
か
せ
ま
せ
ん
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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身近悪人蔓賢覧

『ケガレ』＿」と女 義別

女性差別につながる因習・迷信

『大相撲の土俵は、女性の立ち入り禁止』『仏滅の日は、

結納や結婚式を避ける』『世間なみにしないと親類や近所

の人に顔向けできない』など何の根拠もない因習や迷信を

信じたり、世間体にとらわれ同調している姿勢が、『ケガレ』

観を温存し部落差別や女性差別を助長させているのではな

いでしょうか。

『ケガレ』観は自然の異変を恐れ、人や家畜の死、出産

や生理などを忌み嫌うという意識から生まれています。葬

儀に参列すると「清め塩」が配られる風習が残っています。

葬儀に参列した人はケガレるので、ケガレを清めるための

塩であると言われます。もともとケガレとは、ケ（気）が

カレル（枯れる）ことで、生命の成長・持続を支える（弱

まる）状態をさしていました。仮にケガレに触れたとしても、

その人が塩などによって歳し憎められ、ケガレが除去され

るなら、ケガレは一時的なものに過ぎません。私達の心に

よる不安感が、ケガレを祓い清めようとするの

です。

女性の場合は、女性であるというだけで、恒

久的にケガレているというケガレ観が女性差別

を生み出しています。生活に入り込んでいるケ

ガレ観が、ケガレの排除という形で女性差別を

形作ってきたと考えられます。部落差別につい

ても同様です。

▲手づくり宅配講座子ども料理教室（武庫公民館）
子どものころからの取り組みが大切です

◎

（財）鳥取県部落解放研究所

同和問題学習資料18からノダ
‘L－」、二】t－■｛‾■　■・　■一‾■・▲JJ＝　V T■■∴1‾1L－r＿＿て∴二＿’‾‾ご　　▼

女性が差別や人権侵害を

受けていると感じる事柄

しきたりや慣習

給与格差や昇任

家事や育児の分担

採用や就職

社会構造全般

職場の仕事の内容

地域における役割

性の商品化

セクシャル・ハラスメント

家庭内の序列

家族の発言や暴力

法制度や行政施策

存在しない

わからない

0　　　10　　　20　　　30　　　40（％）

1997年鳥取県人権意識調査（鳥取県）から

根強い固定的な性別役割分業意識

国家社会の発展が男性中心で行われてきたため、女

性は男性より先天的に劣るという男性本位の論理によ

って男尊女卑の思想が作り出されたのです。そのため「女

のくせに」「女には無理」といろいろな分野で女性を

蔑視し排除してきました。今日でも依然と残っています。

性別役割分業が社会通念としてあり、男女が身体的

な機能の違いから「男らしさ」「女らしさ」を求める

方向へ発展していきました。「男性は仕事、女性は家庭」

という固定的な性別役割分業の考え方は、個人の尊厳

や男女平等意識の確立に向けた取り組みが進められて

いる今日でも、まだまだ根強く残っています。この考

え方は子育てにも及び、男の子は男らしく、女の子は

女らしく育てようと考えている人が少なくありません。

女性の職場進出が進んだ今日では、男女の性別役割

分業の枠をはずし、家事も育児も夫婦で分担・協力し

合うことが必要になっています。性別役割分業を解消

しない限り、自立した人間関係は成り立ちません。

古い殻を脱ぎ捨て、自分の希望や目標に合わせて、「自

分らしく」生きていくことが大切ではないでしょうか。
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青少年健全育成県民運動

艶等遠島貞顔義塾垂馳感旦旦
情少年に有害な成人向けビデか図書、おとなのおもちゃ等を1舶ける自動販売削

野馳は泡拠邸甘地卿舶鯉服地働
今、ジュース等の自販機設置と称して土地の賃貸契約を拓び、
有害な自販機を設置するケースが多発しています。

－
●有害図膏自販機など

俗悪環境の浄化活動は

まず地域住民がスクラムを！

指

青少年育成県民会議・青少年育成江

府町民会議は、青少年に有害な自動販

売機追放のための『三ない運動』を推

進しています。

通称『児童買春・児童ポルノ禁止法』

の制定に伴って、県条例の一部が改正

されるなど、青少年の環境浄化のため

の法的な取り組みが重ねられています。

しかし、青少年を取り巻く環境・モラル・

規範意識は、一向に改善されるどころ

か低下の一途をたどり、いまだに自販

機やインターネ、ソトなどでも簡単に有

害なウイセツ図画等が手に入る状態です。

そこで、青少年を取り巻く社会環境

の浄化活動として、右のチラシのよう

な運動を展開しています。

社会では、児童等の亮買春等の被害

が続発しています。これらの原因には、

様々な要素が考えられますが、少年期

での悪影響が原因であるといわれてい

ます。

もはや、青少年の健全育成を図るた

めには、家庭・学校だけでは出来ないこ

とは、これらの社会情勢から見て明白

です。地域住民挙げての協力が必要です。

『大人が変われば、子どもも変わる

運動』とともに、この『三ない運動』を

実践していく必要があります。
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ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

第
二
十
五
回
奥
大
山
ス
キ
ー
大
会

と
　
き
一
月
二
十
四
日
　
（
月
）

と
こ
ろ
　
奥
大
山
ス
キ
ー
場

【
大
回
転
の
部
】

◎
小
学
校
低
学
年
男
子

第
一
位
　
高
津
　
宏
史

（
米
沢
小
）

二
位
　
川
上
　
太
知

（
米
沢
小
）

三
位
　
山
川
　
尚
哉

（
江
尾
小
）

四
位
　
加
藤
　
　
僚

（
米
沢
小
）

五
位
　
川
上
　
柊
維

（
米
沢
小
）

◎
小
学
校
高
学
年
女
子

第
一
位
　
後
藤
　
由
希

（
石
見
東
小
）

二
位
　
加
藤
　
知
子

（
石
見
東
小
）

三
位
　
中
田
　
順
子

端ト
t

藩
竹

（
米
沢
小
）

四
位
　
影
山
　
真
理

（
明
倫
小
）

五
位
　
西
村
　
悠
奈

（
明
倫
小
）

六
位
　
梅
林
　
礼
子

（
江
尾
小
）

◎
小
学
校
高
学
年
男
子

第
一
位
　
新
田
　
莫
司

（
石
見
東
小
）

二
位
　
山
形
　
純
可

（
石
見
東
小
）

三
位
　
小
谷
健
太
郎

（
石
見
東
小
）

四
位
　
高
橋
　
勇
一（

石
見
東
小
）

五
位
　
加
藤
　
知
宏

（
明
倫
小
）

六
位
　
塩
見
　
由
之

（
石
見
東
小
）

◎
中
学
校
男
子

一
位
　
中
田
　
　
尚（

江
府
中
）

第
十
四
回
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

と
き
　
二
月
十
三
日
　
（
日
）

と
こ
ろ
　
町
総
合
体
育
館

◎
男
子
ダ
ブ
ル
ス

第
一
位
　
古
川
清
弘
・
川
上
健
二
組

二
位
　
福
田
　
学
・
藤
原
信
雄
組

三
位
　
生
田
人
美
・
森
　
幸
広
組

芦
立
隼
人
・
勝
見
修
平
組

◎
女
子
ダ
ブ
ル
ス

第
一
位
　
岡
田
千
春
・
米
田
睦
子
組

二
位
　
宇
田
川
恵
理
・
河
上
春
美
組

三
位
　
福
田
智
恵
・
江
本
由
美
組⑬
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日野病院皮膚科

能美晶子医師

皮
膚
の
”
か
ゆ
み
錨

十
月
か
ら
皮
膚
科
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
か
ゆ
み
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
す
。皮

膚
の
最
外
層
に
は
角
層
と
い

う
細
胞
の
層
が
あ
り
、
そ
の
表
面
は

汗
や
皮
脂
な
ど
か
ら
で
き
た
膜
で
覆

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
水
分
を

保
ち
、
様
々
な
刺
激
か
ら
体
を
守
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
年
月
と
と
も
に
汗
や
脂

の
量
が
減
り
、
皮
膚
の
表
面
は
か
さ

か
さ
し
て
き
ま
す
。
六
〇
歳
を
過
ぎ

る
頃
に
は
皮
膚
の
水
分
量
は
若
い

頃
の
半
分
以
下
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
皮
膚
は
い
ろ
い
ろ
な
刺

激
に
対
し
て
か
ゆ
み
を
生
じ
や
す
く

な
り
ま
す
。
掻
く
と
皮
膚
の
表
面
に

傷
が
つ
き
よ
り
刺
激
を
受
け
ま
す
。

そ
こ
で
引
っ
掻
く
と
皮
膚
は
赤
く
な
り
、

皮
が
む
け
て
血
が
出
ま
す
。
そ
の
う

ち
か
さ
ぶ
た
が
で
き
ま
す
が
、
か
ゆ

く
て
掻
く
と
か
さ
ぶ
た
が
と
れ
て
血

が
で
ま
す
。
こ
う
し
て
自
分
で
ど
ん

ど
ん
赤
い
発
疹
や
傷
を
作
っ
て
し
ま
い
、

決
し
て
か
ゆ
み
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。

治
療
方
法

で
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
ず
水
分
を
保
つ
薬
を
ぬ
っ
て
、

皮
膚
の
表
面
に
腰
を
作
り
ま
す
。
そ

う
す
る
と
う
る
お
い
が
生
じ
、
刺
激

に
強
く
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
れ
で
も
か
ゆ
み
の
と
れ
な
い
場

合
は
か
ゆ
み
止
め
の
飲
み
薬
が
あ
り

ま
す
。
特
に
夜
、
布
団
に
は
い
っ
て
暖

ま
る
と
か
ゆ
み
を
感
じ
や
す
く
な

る
の
で
か
ゆ
く
て
眠
れ
な
い
よ
う
な

と
き
は
、
眠
気
を
と
も
な
う
薬
が
い

い
と
思
い
ま
す
。
ボ
ー
ッ
と
し
て
困
る

場
合
に
は
眠
く
な
り
に
く
い
飲
み

薬
も
あ
り
ま
す
。

日
常
生
活
で
の
注
意
点

お
風
呂
に
は
い
っ
て
石
鹸
で
ご
し

◎

ご
し
洗
う
と
脂
が
と
れ
す
ぎ
た
り
、

表
面
に
傷
が
つ
い
た
り
し
て
よ
け
い

に
乾
燥
し
ま
す
。
汚
れ
た
部
分
だ
け

泡
で
洗
う
よ
う
に
す
る
と
良
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
熱
め
の
湯
に
長
い

時
間
つ
か
っ
て
い
て
も
、
脂
が
抜
け
て

い
っ
て
乾
燥
し
ま
す
。
入
浴
剤
も
イ

オ
ウ
の
入
っ
た
も
の
は
脂
が
ぬ
け
て

し
ま
い
ま
す
の
で
、
使
用
す
る
場
合

は
保
湿
を
目
的
と
し
た
も
の
を
選

ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
入
浴
後
は

毎
日
薬
を
ぬ
っ
て
く
だ
さ
い
。
風
呂

上
が
り
の
し
っ
と
り
し
た
皮
膚
は
清

潔
で
す
し
、
薬
も
よ
く
の
び
て
ぬ
り

や
す
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
特
定
の
食
べ
物
で
か

ゆ
く
な
る
人
も
あ
り
ま
す
。
香
辛

料
や
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
、
心
当
た
る
も

の
が
あ
れ
ば
控
え
て
く
だ
さ
い
。

治
療
を
し
て
も
ど
ん
ど
ん
ひ
ど

く
な
っ
た
り
、
何
か
他
の
症
状
が
あ

る
場
合
に
は
、
内
服
薬
や
内
臓
の
病

気
が
原
因
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
時
は
血
液
検
査
な
ど
を

し
て
調
べ
て
い
き
ま
す
。

か
ゆ
み
は
し
っ
こ
い
も
の
で
す
が
、

少
し
で
も
う
ま
く
付
き
合
っ
て
い
け

る
よ
う
、
毎
日
手
入
れ
を
し
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。
週
一
回
の
皮
膚
科
で

す
が
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

4

㊨ 1㊨ （㊥　 ㊥　　 2 月 分

求人事業所名 所　在　地 職　　　　 種 年　齢 黄　　　 金 就業時間

江尾貨物自動車有限会社 佐川1002－1 普通・大型トラック運転手 22～55 153，000～200，000 8：00～17：00

有限会社　 川　上　運　輸 江尾36－5 自動車修理工 18以上 180，000～200，000 8：00～17：00

有限会社建設機械サービス 佐川1028－1 重機修理 18～35 180，000～250，000 8：30～17：30

有限会社　 白　石　商　事 江尾 スタンドサービス員 18～45 125，000～150，000
ワ：00～16：00
7：30～16：30
9：00・～18：00

藤　　 田　　 林　　 業 5工尾1750－2 作業員 20～55 230，000～276，000 8：30～17：00

有限会社江府技研コンサルタント 武庫1198－1 一般土木設計
（経験者に限る） 35～70 295，000～550，000 8：30～17：30

ク ク
一般土木測量
（経験者に限る） 30～50 260，000～380，000 8：30～17：30

社 会福祉 法人 寿耕会
（チロルの里）

久遠7番地 看護婦 ・看護士 18～60 時給 1，100 8：30～17：30
の問の2～5時間

ク ク 看護婦 ・看護士 18～60 176，000 8：30～17：30

（男女雇用機会均等法の改正により、性別を問う求人募集は原則禁止となりました。今後お知らせする求人は全て男女不問です。）

●求人情報に関する問い合わせ先　米 子公 共職 業安 定所 根雨 出張 所 （T E L 7 2 －0 0 6 5 ）

※町報掲載時までに充足済等により求人が取り消しとなっている場合がありますのでご了承くださいb
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人の動き1月届
（敬称略）

◎お誕生おめでとう
（住所）　（氏名）

一　旦　宇田川智広

大　万　西岡　優希

（性別）（保護者）

男　　聡

男　二朗

◎ご結婚を祝します

詔諾）呂忍、ら
◎ごめい福を祈ります
（住所）　（氏名）（年齢）（世帯主）

新　道　鷲見孝次郎　50歳佐々木博子

新　一　岡本　忠治　81歳　貞江

大　方　徳岡　　貞　95歳　正人

柿　原　加藤　知杖　84歳満寿幸

美　用　川上　町代　83歳　正

⑬

誉：睾：・・：
・・・あ土日のスパゲティ一・・・

パスタ料理は油や塩分が多く高エネルギーというイメージがあり

ますが、調味料をきちんと計量したり、“だし“や“スパイス“でお

いしく、ヘルシーに仕上げる事ができます。

◆材　料（4人分）

スパゲティー　　3009

あさり（むき身）240g

枝豆（むき身）カップ1／2

（70g）

カシューナ、ソツ　209

にんにく　　　　1かけ

サラダ油　　　　小さじ2

塩　　　　　　　小さじ1

こしょう　　　　少々

白ワイン　　　　大さじ2

あさつき　　　　2～3本

◆作り方

①スパゲティーはゆでておく。枝

豆はゆでて殻をとっておく。

②カシューナッツは荒みじんにき
ざみ、にんにくはみじん切りに

する。

③フライパンにサラダ油を熟し、

二二三三∵二二三三⑳
カシューナッツ、スパゲティー

を合わせる。

④器に盛り、あさつきのみじん切

りを散らす。

Q　　　　党春一〇メモ

☆見え等い塩分にご円心
ハム、ソーセージやねり製品は薄味に感じても意外

と塩分が多いものです。シチューや野菜スープのだし

がわUに利用したり、下ゆでして使ったりすると、塩

分を減らすことができます。

も
の
で
す
。

表
紙
の
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実
は
、
貝
田
の
神
楽

社
中
菖
風
社
が
、
溝
口
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で
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き
の
も
の
で
、
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側
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す
。
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面
の
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な
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力
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も
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、
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月
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▼
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の
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ー
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、
今
月
か
ら
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発
に
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動
さ
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い
る
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プ
を
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を
も
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ま
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た
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今

回
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、
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に
大
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う
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す
会
」
の
み
な
さ
ん
で
す
。
会

長
の
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に
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を
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と
、
ま
ず
は
そ
の
元
気

な
張
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の
あ
る
声
に
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く
り
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こ
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ら
の
背
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が
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る
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う
で

し
た
。
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り
を
と
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く
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く
、
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〝
芸
“
の
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ま
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「
も
う
少
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し
た
成
果
を
披
露
す
る
機
会

が
あ
れ
ば
…
」
と
も
▼
町
に
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づ

い
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能
文
化
、
大
切
に
し
た
い
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指の季節が早くこなも鳩噸脚厨

日本電産エレクトロニクス（株）勤務

前　田　陽　子さん（佐川・24歳）

〇位≡に等机竃費え胃・／だ産に　　。
勤め始めて6年になります。コピー機などの内部

を冷却するファンモーターの製造をしています。

今は、人気ゲーム機の部品製造でとても忙しいです。
不良品をチエ、ソクする作業があり、集中力と忍耐・

根気が必要です。納入した業者からクレームがな

いとほっとします。仕事場の雰囲気がいいので楽
しく働いています。

⊂）超暁臆昭電すカも　　。
休日は友人とドライブや映画・買い物に出かけ

ます。仕事帰りにカラオケに行ったULますが、

最近は家でゆっくり音楽を聴くことが多いです。

○≡約か魯挑戦』苛みたいこと腱　　。
海外旅行です。∃一口ツパに行ってインテリア

雑貨を見て回りたいです。

⑱亘望悪の男性阻威　　。

責任感が強く、しっかりしている人。

芸能人では、織田裕二さんです。

④重府曙に望む芸歴は　　。
自然と調和した公園をもっと造ってほしいです。

クラブインタビュー1

らくぬす会
会長　若林愛子さん（本－）

日本舞踊・銭太鼓・安来節など踊り好きの人

が集まり、20年ほど前にできたグループです。

老人ホームの慰問や文化祭、各種のイベントで

年間15回ほど踊っています。

会のモットーは「自分達が楽しむこと」です。

みなさんと交流し、生きがいをもって健康に過

ごしたい。踊りをすると姿勢がよくなり肩こり

も治ります。

目標は、2002年に鳥取県で開かれる全国芸

能フェスティバルに出場することです。

会員は現在ワ名で、年齢は62歳から74歳まで

ですが、高齢化と会員不足が悩みです。

今は毎週1国、教育委員会横の老人の家で練

習しています。気軽に観にきてください。

元気で－す！ヤングとワイワイクラブインタビュ
ーのコーナーに出ていただける方やグループを大募
集しています。自薦・他薦を問いません。

希望の方は、役場総務課まで連結ください。

．．・ご…．…．・．…一㌔‰／′■謡施しノ観1巧守．

世帯数1．213世帯（－3）人口4．185人（－7）男1．981人（－1）女2．204人（一6）（）は前月比1月末

匪萱　発行／江府町役場享箭昌含冒涜聖賢『野崇等諾莞誓言喜　編集／総務課印刷／株式会社高下印刷
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